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JRの最大産別として、政
策制度、組織課題を主導
的に解決し、安全で社会
に信頼されるJRを築こう！

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

は
、
２
月
26
日
、
大
阪
市
内
で

２
０
１
６
春
闘
総
決
起
集
会
を

開
催
し
、
グ
ル
ー
プ
各
単
組
か

ら
約
２
０
０
人
が
結
集
し
て
、

要
求
の
実
現
に
む
け
た
意
志
統

一
を
図
っ
た
。

　

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組

連
絡
会
を
代
表
し
て
火
野
宮
敦

代
表
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
・

関
西
新
幹
線
サ
ー
ビ
ッ
ク
労
組

委
員
長
）
が
「
Ｊ
Ｒ
連
合
に
結

集
す
る
グ
ル
ー
プ
労
組
は
昨
年

12
月
に
分
科
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
開
催
し
、
２
０
１
６
春
季
生

活
闘
争
に
む
け
た
課
題
と
悩
み

の
共
有
を
図
っ
て
き
た
。
本
日

の
集
会
で
闘
争
方
針
を
改
め
て

確
認
し
、
一
斉
申
し
入
れ
と
交

渉
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
行

こ
う
」
と
挨
拶
し
、
２
０
１
６

春
季
生
活
闘
争
で
の
奮
起
を
促

し
た
。

　

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
松
岡

裕
次
会
長
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合

の
荻
山
市
朗
議
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合

副
会
長
・
Ｊ
Ｒ
西
労
組
委
員
長
）

が
、
２
０
１
６
春
季
生
活
闘
争

を
取
り
巻
く
情
勢
を
中
心
に
報

告
、
挨
拶
を
行
っ
た
。
松
岡
会

長
か
ら
は
「
Ｊ
Ｒ
各
社
の
第
３

四
半
期
決
算
は
概
ね
好
調
で
あ

り
、
公
正
な
成
果
配
分
を
行
う

べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、

グ
ル
ー
プ
全
体
を
含
め
た
春
季

生
活
闘
争
に
し
て
い
く
決
意
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
の
後
、
幹
事
会
か
ら
第
28

回
中
央
委
員
会
で
決
定
し
た
２

０
１
６
春
季
生
活
闘
争
方
針
に

つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
労
組
に
関

わ
る
部
分
を
中
心
に
提
起
、

「
定
昇
＋
月
例
賃
金
総
額
６
０

０
０
円
以
上
」
又
は
「
定
昇
込

み
１
０
５
０
０
円
以
上
」
を
目

安
と
す
る
要
求
の
実
現
に
む
け

て
、
各
単
組
の
積
極
的
な
取
り

組
み
を
要
請
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
総
決
起
集
会

で
は
各
分
科
会
を
代
表
す
る
グ

ル
ー
プ
労
組
か
ら
決
意
表
明
が

な
さ
れ
、
各
単
組
か
ら
グ
ル
ー

プ
会
社
を
取
り
巻
く
厳
し
い
経

営
状
況
や
職
場
実
態
が
報
告
さ

れ
た
。
と
り
わ
け
業
務
の
繁
忙

や
人
手
不
足
な
ど
、
今
春
季
生

活
闘
争
で
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
課
題
の
解
決
に
む
け
て
強
い

決
意
を
示
し
た
。

　

最
後
に
、
事
務
局
か
ら
集
会

ア
ピ
ー
ル
を
提
案
、
満
場
の
拍

手
で
確
認
し
た
後
、
火
野
宮
代

表
幹
事
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

閉
会
し
た
。

Ａ　

就
業
規
則
に
必
ず
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

　

い
事
項
（
絶
対
的
必
要
記
載
事
項
）
は
、
①

　

始
終
業
の
時
刻
、
休
憩
時
間
、
休
日
、
休
暇

　

等
に
関
す
る
事
項
（
労
基
法
89
条
１
号
）
、

　

②
賃
金
に
関
す
る
事
項
（
同
条
２
号
）
、
③

　

退
職
（
解
雇
含
む
）
に
関
す
る
事
項
（
同
条

　

３
号
）
で
す
。
退
職
手
当
や
賞
与
に
つ
い
て

　

は
、
労
働
条
件
等
に
定
め
を
す
る
場
合
は
、

　

必
ず
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
（
相

　

対
的
必
要
記
載
事
項
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
解
答
は
３
に
な
り
ま
す
。

　

（
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
問
題
集

２
０
１
5
﹇
中
級
問
題
﹈
よ
り
出
題
）

要求の実現にむけ、各単組の積極的な取り組みを促すＪＲグ
ループ労組連絡会火野宮代表幹事

2月10日　東海地協

2月27日　九州地協

3月5日　北海道地協3月7日　近畿地協

2月19日　北陸地協

2月13日　四国地協

2月25日　関東地協

3月3日　中国地協

１　賞与の計算方法
２　退職金の計算方法
３　解雇事由
４　懲戒処分の種類

知
っ
て
活
か
そ
う
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
㉘

Ｑ　次のうち、就業規則に必ず定
　めなければならない事項（絶対的
　必要記載事項）をひとつ選びなさい。

【正答率83％】

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
各
地
協
は
、
２

月
上
旬
か
ら
東
海
地
協
、
四
国

地
協
、
北
陸
地
協
、
関
東
地
協
、

九
州
地
協
、
ま
た
、
３
月
上
旬

か
ら
中
国
地
協
、
北
海
道
地
協
、

近
畿
地
協
が
そ
れ
ぞ
れ
２
０
１

６
春
季
生
活
闘
争
勝
利
に
む
け

た
集
会
・
学
習
会
な
ど
を
開
催

し
、
今
春
闘
を
牽
引
し
て
い
く

Ｊ
Ｒ
各
単
組
、
グ
ル
ー
プ
労
組

の
多
く
の
仲
間
た
ち
が
そ
れ
ぞ

れ
参
加
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
執
行
委
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
集
会
・
学
習
会
に
参

加
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
２
０
１
６
春

季
生
活
闘
争
方
針
を
策
定
す
る

に
あ
た
っ
て
の
前
提
条
件
と
な

る
昨
今
の
諸
情
勢
の
報
告
、
政

策
課
題
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
、

組
合
員
と
情
報
の
共
有
化
を
図
っ

た
。

　

日
本
経
済
見
通
し
と
物
価
の

動
向
や
雇
用
状
況
を
解
説
。
働

く
者
の
生
産
性
の
指
標
で
も
あ

る
雇
用
者
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ

が
名
目
・
実
質
と
も
に
上
昇
し

て
い
る
こ
と
、
企
業
が
コ
ス
ト

競
争
力
を
優
先
し
て
人
件
費
を

削
減
し
続
け
た
結
果
、
生
産
性

の
伸
び
に
対
し
て
、
実
質
賃
金

の
伸
び
が
鈍
い
。
し
た
が
っ
て
、

企
業
は
働
く
者
の
懸
命
な
頑
張

り
に
報
い
る
べ
き
で
あ
り
、
労

働
力
不
足
の
中
で
人
材
確
保
の

た
め
に
生
み
出
し
た
付
加
価
値

の
人
へ
の
還
元
投
資
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
中
で
個
人
消
費
が
占
め
る
割

合
は
約
６
割
で
あ
り
、
厚
労
省

な
ど
の
報
告
で
も
、
個
人
消
費

拡
大
に
与
え
る
影
響
は
月
例
賃

金
の
引
き
上
げ
が
一
番
大
き
い

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
時

金
は
企
業
業
績
で
ぶ
れ
、
左
右

さ
れ
る
こ
と
か
ら
個
人
消
費
の

拡
大
に
は
結
び
付
き
に
く
い
。

連
合
は
「
大
手
追
従
・
大
手
準

拠
と
い
っ
た
慣
行
か
ら
の
脱
却
」

を
方
針
に
掲
げ
て
い
る
。
グ
ル
ー

プ
企
業
や
中
小
企
業
は
、
親
会

社
や
大
手
の
妥
結
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
回
答
す
る
と
い
う
の

が
実
態
で
あ
り
、
現
実
的
に
は

容
易
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
の

春
闘
の
あ
り
方
を
否
定
す
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
こ
の
ま
ま
で

は
格
差
は
拡
大
す
る
一
方
で
あ

る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
東

日
本
大
震
災
な
ど
に
よ
っ
て
、

こ
の
間
、
中
小
は
大
手
か
ら
の

コ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
大
手
が
支
出
を
抑
え
る
た

め
に
、
中
小
は
低
い
契
約
単
価

で
の
契
約
を
迫
ら
れ
て
き
た
。

ま
た
、
人
件
費
を
削
減
す
る
た

め
に
非
正
規
を
拡
大
し
て
き
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
正
規
と
非
正
規
、

大
手
と
中
小
と
の
間
に
お
け
る

格
差
が
拡
大
し
て
き
た
。
こ
れ

ら
の
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に

は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
の
運
動
を

形
づ
く
る
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
す
べ
て
の
Ｊ

Ｒ
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
善

を
め
ざ
し
、
Ｊ
Ｒ
各
単
組
、
グ

ル
ー
プ
労
組
の
春
闘
を
最
後
の

最
後
ま
で
全
力
で
支
援
し
て
い

く
。

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会 

２
０
１
６
春
闘
総
決
起
集
会

グ
ル
ー
プ
全
体
で
取
り
組
む
春
闘
を

各
分
科
会
代
表
が
厳
し
い
現
状
訴
え
る 　

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会 

２
０
１
６
春
闘
総
決
起
集
会

グ
ル
ー
プ
全
体
で
取
り
組
む
春
闘
を

各
分
科
会
代
表
が
厳
し
い
現
状
訴
え
る 　

　未曾有の被害をもたらした東日本大震災から５年の歳月が経過しました。改
めてお亡くなりになった方々の御霊に哀悼の意を表するとともに、組合員・家
族はもとより、被災されたすべての方々に対して、心よりお見舞い申し上げま
す。

　復興庁によれば、震災直後から約６割減少したものの、未だ17万人あまりの
方々が仮設住宅や親族宅などに避難し、落ち着いた暮らしを取り戻すことが出
来ていません。また、いわゆる「震災関連死」は２月末時点で3,400人超にもの
ぼり、長期にわたる避難が被災者の心身に影響し続けています。
　被災地では、住宅や商店街、工場などが再建され、活力を取り戻しつつある
かのように見えますが、住宅の高台移転工事や、がれきや除染廃棄物の処理な
どが続いており、真の復興への道のりは未だ道半ばにあると言えます。

　ＪＲ連合は、東日本大震災発生以降、救援物資の輸送や緊急支援カンパ、連
合被災地救援ボランティアに積極的に参加するなど、全組合員の総力を挙げた
被災地の支援に取り組んできました。加えて、私たちの働きかけによって、貨
物鉄道による災害廃棄物輸送も実施され、震災復興に資する取り組みを推進し
たほか、公益財団法人オイスカが主催する宮城県名取市の「海岸林再生プロジェ
クト」に参加し、震災復興への支援活動を継続しているところです。
　また、昨年５月30日には一部区間が不通となっていたＪＲ仙石線が震災から
約４年２ヶ月ぶりに全線運転を再開し、今春には常磐線小高～原ノ町間が、
2016年度末には常磐線相馬～浜吉田間が順次運転再開を予定するなど、甚大な
被害を受けた路線の復旧も確実に進んでいます。

　ＪＲ連合は、今後とも遅れている街の復興に向けた政府の継続的な取り組み
を要望していくこととします。さらには、政策活動の一環として、土砂災害や
水害などによる鉄道路線の被災に対し、早期復旧あるいは路線維持の観点から
鉄道軌道整備法の適用要件緩和等を求めるともに、南海トラフ三連動地震など、
想定される大規模災害にも耐えうる鉄道インフラ形成に向け、国の公的助成等
をはじめとする防災・減災対策を求めていきます。
　そして、東日本大震災を決して風化させず、幾多の犠牲と得られた教訓を胸
に刻み、より安全で災害に強い鉄道ネットワークを通じ、被災地の復興を支え
続ける決意を改めて表明するものです。

2016年３月11日　　　　　　　　　　　　　
日本鉄道労働組合連合会（ＪＲ連合）

東日本大震災を風化させず
道半ばの被災地の復興を全組合員で支え続けよう！
－ 東日本大震災発生から５年を迎えるにあたってのＪＲ連合声明 －

Ｊ
Ｒ
連
合
各
地
協
委
員
会
・
春
闘
集
会
を
開
催

「
底
上
げ
・
底
支
え
」「
格
差
是
正
」
を
め
ざ
し

    

す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
労
働
者
の
労
働
条
件
改
善
を

Ｊ
Ｒ
連
合
各
地
協
委
員
会
・
春
闘
集
会
を
開
催

「
底
上
げ
・
底
支
え
」「
格
差
是
正
」
を
め
ざ
し

    

す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
労
働
者
の
労
働
条
件
改
善
を
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みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

第 516号（２）
　

「
戸
別
訪
問
」
は
公
示
前
も

後
も
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
て
い

る（
公
職
選
挙
法
第
１
３
８
条
）。

　

「
戸
別
訪
問
」
の
定
義
は
、

有
権
者
の
家
や
会
社
な
ど
を
訪

問
し
て
投
票
を
依
頼
し
た
り
、

投
票
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
依
頼

す
る
よ
う
な
行
為
で
あ
り
、
す

べ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
自
分
の
家
に
来
た
人

に
対
し
て
投
票
を
依
頼
し
た
り
、

偶
然
に
街
で
会
っ
た
人
に
投
票

や
応
援
を
頼
む
こ
と
は
、
「
戸

別
訪
問
」
に
は
な
ら
な
い
。

「
戸
別
訪
問
」
禁
止
の
対
象
に

は
、
住
宅
だ
け
で
な
く
工
場
な

ど
も
含
ま
れ
、
直
接
投
票
依
頼

を
し
な
く
て
も
「
戸
別
訪
問
」

と
な
り
、
選
挙
運
動
の
た
め
に

戸
別
に
演
説
会
の
開
催
や
演
説

を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
告
知
す

る
こ
と
、
選
挙
運
動
の
た
め
に

戸
別
に
特
定
の
候
補
者
の
氏
名

も
し
く
は
政
党
そ
の
他
の
政
治

団
体
の
名
称
を
言
い
歩
く
こ
と
、

政
党
の
機
関
紙
拡
販
で
候
補
者

名
を
言
っ
て
訪
問
す
る
こ
と
、

な
ど
も
該
当
す
る
。

　

一
方
、
公
示
前
の
合
法
的
訪

問
活
動
は
、
「
家
庭
訪
問
」
と

言
い
、
後
援
会
へ
の
入
会
や
支

持
者
拡
大
の
活
動
の
た
め
の
訪

問
、
公
選
ハ
ガ
キ
の
依
頼
の
た

め
の
訪
問
、
ポ
ス
タ
ー
貼
付
の

依
頼
の
た
め
の
訪
問
、
な
ど
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
公

示
後
の
合
法
的
訪
問
活
動
は
、

「
個
々
面
接
」
と
言
い
、
街
頭

や
電
車
で
偶
然
に
会
っ
た
人
へ

の
投
票
依
頼
す
る
こ
と
、
親
し

い
友
人
の
家
を
別
の
用
件
で
訪

問
し
た
と
き
に
投
票
依
頼
す
る

こ
と
、
選
挙
の
話
に
な
っ
た
の

で
自
分
の
考
え
を
言
う
こ
と
、

公
選
ハ
ガ
キ
の
依
頼
の
た
め
の

訪
問
、
ポ
ス
タ
ー
貼
付
の
依
頼

の
た
め
の
訪
問
、
な
ど
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。

　

公
示
前
に
労
働
組
合
で
推
薦

し
た
候
補
（
予
定
）
者
の
後
援

会
活
動
に
協
力
し
よ
う
と
す
る

場
合
、
公
示
前
に
後
援
会
活
動

を
行
う
こ
と
は
政
治
活
動
の
ひ

と
つ
で
あ
り
合
法
的
で
あ
る
が
、

公
示
直
前
に
な
る
と
場
合
に
よ
っ

て
は
政
治
活
動
で
は
な
く
事
前

運
動
と
見
ら
れ
る
危
険
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
個
人
が
自
分
の
意
志

で
自
分
の
知
り
合
い
に
後
援
会

の
入
会
を
頼
む
こ
と
は
何
の
問

題
も
な
く
、
む
し
ろ
積
極
的
に

進
め
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

公
示
後
に
組
合
員
の
自
宅
に
訪

問
す
る
場
合
、
預
け
て
お
い
た

公
選
ハ
ガ
キ
の
受
け
取
り
の
た

め
で
あ
れ
ば
「
戸
別
訪
問
」
に

は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
投
票

依
頼
や
個
人
演
説
会
の
告
知
訪

問
は
「
戸
別
訪
問
」
に
な
る
の

で
で
き
な
い
。

　

よ
く
理
解
し
た
う
え
で
十
分

注
意
し
て
選
挙
運
動
を
行
う
こ

と
が
肝
心
で
あ
る
。

　

２
０
１
６
年
春
季
生
活
闘
争

の
ヤ
マ
場
で
あ
る
３
月
16
日
に

向
け
て
、
連
合
は
３
月
３
日
、

交
運
労
協
と
連
合
「
交
通
・
運

輸
」
部
門
連
絡
会
は
３
月
４
日

に
そ
れ
ぞ
れ
、
中
央
集
会
、
総

決
起
集
会
を
開
催
し
た
。

　

３
日
の
連
合
「
２
０
１
６
春

季
生
活
闘
争
・
政
策
制
度
要
求

実
現
３
・
３
中
央
集
会
」
で
神

津
里
季
生
連
合
会
長
は
、
「
徹

底
的
に
月
例
賃
金
の
引
き
上
げ

に
拘
り
、
底
上
げ
・
底
支
え
、

格
差
是
正
で
経
済
の
好
循
環
を

実
現
す
る
た
め
、
し
つ
こ
く
ボ

デ
ィ
ブ
ロ
ー
を
打
ち
込
ん
で
闘

い
抜
く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

翌
４
日
に
開
催
さ
れ
た
、
交

運
労
協
・
連
合
「
交
通
・
運

輸
」
部
門
連
絡
会
の
「
２
０

く
」
と
す
る
集
会
宣
言
を
満
場

一
致
で
採
択
し
、
山
場
に
向
け

た
取
り
組
み
の
意
思
一
致
を
図
っ

た
。

日
本
鉄
道
労
働
組
合
連
合
会（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

（
中
央
区
日
本
橋
室
町
）

組合事務所
めぐり
㉚

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
事
務
所
は
東
京
都
中
央

区
の
日
本
橋
に
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど

か
の
有
名
な
「
日
本
橋
」
や
百
貨
店
三

越
本
店
か
ら
歩
い
て
す
ぐ
の
所
で
す
。

東
京
駅
か
ら
も
歩
い
て
10
分
程
度
で
す
。

Ｊ
Ｒ
連
合
の
事
務
所
に
は
、
常
時
は
会

長
、
事
務
局
長
以
下
６
人
の
執
行
委
員

と
３
人
の
職
員
が
在
席
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
橋
周
辺
の
歴
史
は
、
江
戸
幕
府

が
砂
洲
や
干
潟
等
の
低
湿
地
を
埋
め
立

て
広
大
な
土
地
を
造
成
し
、
城
郭
拡
充

用
の
水
路
を
延
長
し
て
日
本
橋
川
を
開

き
、
「
日
本
橋
」
が
架
け
ら
れ
た
こ
と

に
始
ま
り
ま
す
。
１
６
０
４
年
に
は
全

国
に
通
じ
る
五
街
道
の
起
点
と
定
め
ら

れ
、江
戸
の
中
心
・
日
本
の
中
心
に
あ

る
橋
と
し
て
、
い
つ
し
か
「
日
本
橋
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
の
「
日
本
橋
」
は
、
第
20
代
目
に

あ
た
り
１
９
１
１
年
に
建
造
さ
れ
、
国

の
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
橋
界
隈
は
、
五
街
道
の
起

点
と
し
て
全
国
か
ら
多
様
な
文
化
・
技

術
が
結
集
し
た
こ
と
で
、
商
業
だ
け
で

会場の後楽園ホールは、1,400人の参加者
の熱気でいっぱいになった

首都高の大きな屋根の架かった日本橋

特
集
・
夏
の
参
議
院
選
挙
に
む
け
て

選
挙
運
動
で
出
来
る
こ
と
っ
て
何
？（
そ
の
3
）

戸
別
訪
問
で
は
な
く
、「
家
庭
訪
問
」と「
個
々
面
接
」

１
６
春
季
生
活
闘
争

勝
利
３
・
４
総
決
起
集

会
」
で
は
、
「
交
運
労

協
に
結
集
す
る
65
万
人

の
仲
間
は
、
２
０
１
６

春
季
生
活
闘
争
を
、
所

定
内
労
働
で
生
計
を
営

む
こ
と
が
可
能
と
な
る

賃
金
水
準
を
確
立
す
る

た
め
に
全
力
で
闘
い
抜

連
合
・
交
運
労
協
で
春
闘
総
決
起
集
会

月
例
賃
金
に
拘
り「
底
上
げ・底
支
え
」「
格
差
是
正
」を

  

交
運
労
協
65
万
の
仲
間
と
と
も
に
賃
金
水
準
の
引
き
上
げ
め
ざ
す

な
く
、
町
人
が
育
ん
だ
庶
民
の
文
化
も

め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
き
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
商
業
ビ
ル
が

立
ち
並
び
、
蕎
麦
、
て
ん
ぷ
ら
、
寿
司
、

う
な
ぎ･･･

値
段
も
様
々
で
す
が
、
美

味
し
い
お
店
も
た
く
さ
ん
あ
り
食
事
の

場
所
に
は
困
り
ま
せ
ん
。

　

お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
事
務

所
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
日
本
橋

の
歴
史
を
探
索
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

【ＪＲ北労組】
・55歳以上の定昇2号俸もしく
は85％への引き上げ
・手当の増額（扶養、通勤、寒
冷地）
・手当の新設（主任職全員）
・時間外割増率（Ｂ単価、Ｃ単
価、Ｆ単価）引き上げ
・若年層社員の計画的な配置
・リフレッシュ休暇改善
・忌引休暇改善（血族5日→7日）
・女性社員の職域拡大
・育児・介護休暇期間の在職、
在級年数の通算
・育児・介護休暇時の代替要員
確保との職場環境整備
・年間総労働時間1800時間への
考え方

【ＪＲＥユニオン】
・グループ会社の契約単価見直
しによるグループ会社社員の
賃金引上げ寄与
・特休付与日数増
・半休、保存休暇の運用改善
・所定昇給額の一律1,000円増
・扶養手当、割増賃金増、出向・
退職手当の改善
・夏季手当3.2ヵ月分及び成績率
の公正適用、人材育成への有
効活用
・安全、サービスへの更なる投
資

【ＪＲ東海ユニオン】
・手当の改善（調整、扶養、役
付、特殊勤務、労働関連諸手
当、通勤手当、各種補給金）
及び新設（役付、中央新幹線
関係）
・昇進制度の適正運用と昇格者
数の拡大
・男女平等参画の推進
・専任社員制度など60歳以降の
労働条件の充実
・労働時間管理の適正化
・福利厚生制度の充実
・職場環境改善（熱中症や防寒
対策、ＯＡ設備の充実等）
・夏季手当3.1ヵ月分
・契約社員及び臨時社員の雇用
条件の改善

【ＪＲ西労組】
・職務手当（駅長業務有資格者、

　ＪＲ連合は、２月３日に開催した第２８回中央委員会で、すべてのＪＲ関係労働者の「底上げ・底
支え」「格差是正」に取り組み、「純ベア3,000円を含む月例賃金6,000円の引き上げ」とする２０
１６春季生活闘争方針を決定した。ＪＲ各単組は要求を会社側に申し入れ、２０１６春闘交渉は大
詰めをむかえている。今後、要求の実現にむけて各単組は粘り強く、団体交渉を積み重ねていく。

列車見張員、指令員手当、線
閉に関わる職務単位）の新設
・増額
・割増賃金の単価の見直し
・各種手当等（深夜勤務等、夜
間看護等、自動車等の通勤、
復旧警備作業、災害等特別出
勤、帰省等交通費、出向）の
増額及び改善
・手当の新設（衛生試験室の作
業環境測定、北陸地域3セク
出向の収入減分補填）
・祝日等勤務手当支払い要件に
購入券使用停止期間の追加
・新幹線単独駅が勤務箇所所在
地最寄駅となる場合の新幹線
通勤の改善
・巡回旅行などの日当の改善
・自宅待機指示時の改善
・別居手当、住宅補給金の増額・
改善
・50歳以降の社宅使用料の見直
し
・動物遺骸処置等給付金の改善
・家財運送料の見直し及び退職
時の家財運送料の扱い改善
・保育所利用補助、インフルエ
ンザ等予防接種の改善
・シニア・シニアリーダー社員
の祝日等加算額の増額
・契約社員の扶養手当の新設及
び祝日等加算額の増額
・技術継承・技能向上に関わる
制度改善及び手当新設
・年間臨給5.7ヵ月分

【ＪＲ四国労組】
・労働時間短縮及び年間休日
120日への拡大
・時間外労働短縮と月45時間以
上の割増の引き上げ
・手当の増額（超勤、夜勤、祝
勤）及び改善（扶養、職務、
技能）
・55歳以上の基本給支給率と適
用時期改善
・第二基本給の縮小
・有給・無給休暇の拡大、保存
休暇の使用事由拡大
・会社クラブ活動中の負傷欠勤
制度改善
・育児・介護制度の改善（休職
取得時の昇給）
・看護休暇・育児短時間勤務制
度の改善（適用年齢引上げ）

・エキスパート社員の多様な勤
務制度新設、契約社員の結婚
休暇等の新設
・夏季手当社員2.3ヶ月分、エキ
スパート社員2.7ヶ月分、契約
社員組合員基準

【ＪＲ九州労組】
・55歳以降の基本給支給率撤廃
及び昇給実施、50歳以降の年
齢給改定
・初任仕事給引上げ
・特勤手当（当務駅長・運転取
扱業務・交代制等勤務・緊急
呼出・復旧警備作業・指導操
縦者・乗務員・職務旅費）の
増
・時間外割増率の引き上げ
・機関車操縦（仮称）・指令長
手当の新設
・技能手当の支給範囲拡大
・嘱託再雇用社員の期末手当Ｂ
基準額引上げ
・労働時間短縮
・育児・介護支援制度の充実
・制度改善
・福利厚生の充実等
・嘱託再雇用制度改善
・夏季手当3.0ヵ月分、55歳以上
の加算措置、嘱託再雇用・パ
ートナー社員の社員に準じた
扱い

【貨物鉄産労】
・採用時の年休付与日数増（15
日以上）
・寒冷地手当の一律増額（5,000
円）
・扶養手当1,000円増
・超勤単価引上げ
・永年勤続表彰35年の新設
・私有物損見舞金制度の新設
・契約・パート社員の正社員化
・第2基本給の廃止
・インフルエンザ予防接種の全
額負担（家族含め）
・保存休暇の使用条件撤廃
・人間ドック希望者全員対象
・休日増（山の日）
・各ロジ会社への安全表彰・報
酬制度の新設指導
・出向社員の労働条件（特休増
等）の改善
・期末手当年間4ヵ月分以上

２０１６春季生活闘争
　　　  ＪＲ各単組の要求出揃う
　　　　　　 要求実現へ鋭意、団交積み重ねる

＜基本給以外の各単組の主な要求＞


